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　　 2006 年 にお い て 早期栽培水 稲 コ シ ヒ カ リで 多発 した 白未熟粒 の 特 徴に つ い て
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）
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　　　　　　　　 Cultivar　Koshihikari　fer　Early−Season 　CUIture 　in　2006

　　　　　　　　　　　　Metotaka　SAKATA＊
，
Masashi　KAMEsHIMA
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　高知県で は ，
コ シ ヒ カ リの 作付 けが 最 も多く ， 水稲全作付面積 （13200ha）の 50％を 占め て い る．2006

年産 コ シ ヒ カ リは，1等米比率が 7．2％ と極 め て 低 く，近年 にない 品質不 良 とな っ た ．2等以下 へ の 格

付け理 由は うる ち米全体で ，腹 白粒 ・背 白粒 の 割合 が 54．・2％を占めて い た．コ シ ヒ カ リに おい て は ，

さらに収穫期に帯緑色籾が多 く，収穫調整後，屑米も多 く見受け られ ，
これ らは稲作期間中の 気象

条件 （高温 ，少照）が 関与 し て い る もの と考え られた ．そ こ で ，水稲気象感応試験に 供試 し た コ シ ヒ

カ リを対象 に ， 気象要因 と玄米の 外観品質 （以 下 ， 玄米品質）との 関連 を調査 した．

［材料 と方法］　 高知県農業技術セ ン タ
ー内水 田に移植 した コ シ ヒ カ リ（耕種条件 は第 2表参 照）に つ

い て
， 定期的に 生 育調査 （草丈，茎数）を行 い ，8月10 日に収穫 （30株 X3 カ 所）し た ．収穫後 は常法 に

準 じて収量お よび収量構成要 素を算出 し，玄米品質 （内訳 は第 3表）を調 査 した．こ れ とは別 に 中庸 な

3株を刈 取 り ， 全て の 稈長 ， 穂長 ，
1穂籾数 を調査 し ， 帯緑色籾 を松葉 （1991）に従い 次元別 に分類 し

た。また，8月4 日か ら最終調査 日（8月16 日）まで，主稈2本 （3株，計6本）の 帯緑色籾数 をほ ぼ3 日おき

に調査 した．これ らの 穂 に っ い ては ， 収穫後 ，
1次枝梗 を穂の 上位 ， ま たは下位か ら3本 とそれ らの

除 く中位に分 け ， さらに ， 次元別 に玄米 品質 （内訳 は第2図 ）を調 査 した ．なお ， 気象デー
タに は AMeDAS

後免 （南国市）測定値 を用 い ，平年値は過去 10力 年 と した．

［結果 と考察］

1．分げつ 期 （5月　10日〜6月 5日）の 日平均気温 は 20℃ で平 年 と差は な か っ た が ， 日照 時間は 3．lhr／日

　（平年 は 4．9hr／日）で 短 か っ た ．幼穂 発育期 間で は 出穂 前 10 日間 の 日照時 間が1．9hr ／日 （平年 は

　3．9hr／日）で短か っ た （第 1表 ）．登熟期 間で は ， 平 年 よ り初中期 の 目最低気温 が 1．1〜1．7℃ 高 く ，

　日照時間は O．・5〜2．9hr／日短か っ た．

2．最高茎数 は平年 比 83で 少 なか っ た （第 2表）．収量は平年比 83で 少 な か っ た ．こ れ は穂 数 ， 1穂籾数

　が少 な く，   当た り籾数が減少 し ， さらに屑米が 多く登 熟歩合が 低い た めで あ っ た．なお ， 玄 米

　千粒重は平年比 106 で重か っ た．玄米 品質 に つ い て は ， 平年 に比 べ 乳 白粒 ， 死 米お よび そ の 他 （こ

　 こ で は充実不足粒）が多か っ た （第3表）．

3．出穂期 か ら成熟期ま で の 積算 日平均気温 は 923 ℃ 日（平年 は 906℃ 日）で あ っ た ．923℃ 日 （8月 10 日）

　にお け る主稈 の 帯緑色籾歩合 は 15％ （3株全穂平均で は 22％）で あ り，帯緑色籾 は 3次籾で 最 も多か

　っ た （第1図 ， 第4表）．

4．穂上位置別 に 玄米品質をみ る と ， 上位か ら下位 に 向か うに つ れて ， 基 白粒 は減 少 したが ，完全粒

　割合 は低下 し ， 乳 白粒 ， 死 米 ， 充 実不 足粒 お よび屑米 割合 が高ま っ た （第 2図）．さ らに 次元別 に 見

　る と ， 上位 の 基 白粒 は 2次 ，
3次籾 で ， 乳 白粒お よび死 米は 3次籾で ，屑米は 3次籾，また は 中位 ，

　下位 の 2次籾 で ， 充実不 足粒 は 1次お よび 2次籾で 発生 割合が 高か っ た （第 3図）．

　以上 よ り ， 2006年産 コ シ ヒ カ リにお い て は ，乳 白粒 ，死米，屑米等の 発生 が 多い こ と， また ，
3

次籾で 著 しく帯緑色籾割合が高く，白未熟粒や屑 米等は 主 に穂 上 中位 の 3次籾 ， 下位 の 2次籾 ，
3次籾

で 多い こ とが認 め られ た．これ らは 同化 産物の 供給が 不足 した場合 に多 く発生す る こ とか ら ，
2006

年度産 の 品質不 良は ， 出穂前 10日間か ら登熟 中期ま で の 少照 と登熟初 中期 の 高夜温 に よ っ て 引き起

こ され た も の と推定 された ．

引用文献 ； 松葉捷 也 1991．中国農技研報 9 ： 11− 58．
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第1表　幼穂発 育期間か ら成熟期まで の 気象条件．

項 目
日平 均気 温 （℃ ） 最 高気 温 （℃ ） 最低 気温 （℃ ） 日照 時 間 （hr／日）

2006年 平年 値 差 2006年 平年値 差 2006年 平年値 差 2006年 平年 値 差

幼穂発 育期間　24，2　 24．0　斗0．2　 27。2　 27。1　 組 ．2　 21，5　 21，0　＋0，5　　2．9　 3．4　 −O．5

出穂 前10 日間　25．　3　 25．1　 ＋ 0．2　 28．2　 28．2　 ＋0．0　 22．9　 22，1　 ＋0，8　　1．9　 3．9　 −2．0

　 登熟期 間 　 　27．2

初 期 （10日間 ） 27．1

中期 （10 日間 ＞ 26．2

後 期 （14 日間 ） 27，8

26．725

．926
．827
．1

＋0．5
＋1．2
−O．5
＋0．7

30．5　　30．1　　＋0．4

30．3　　29．2　　＋1．1
28．5　　30．4　　

−1．9
32．1 　 30．6 　 ＋1．5

24．2　　23．4　　＋0．8　　　　5．7

24．5 　 22．8　 ＋1．7 　　 3．9
24．5 　 23．4 　 ＋1．1 　 　 2．6
23．8 　 23．9 　

−0．1　 　 9．1

5．3　　＋0．4

4．4　 −0．5
5．6　 　

−2．9

5．7　 ＋3．4

幼 穂 発育期 間 は幼穂形 成期 （2006年 は6／17，平年 は6／13＞か ら出穂 期 ま で ．出穂 期，成熟 期 は第2表 に示 す．

第2表 　生 育，生 育ス テ
ージお よ び 収 量 並 び に 収 量構 成 要 素．

最 高 分 げつ 期

　　　　　　 草丈　 茎 数区名
　　　（月／日）
　　　　　　 （c皿） （本 ／  X 月 ／日）

　　　　　　 成熟 期
出穂 期
　　　　　　　稈長　穂長
　　　（月 ／日）
　 　 　 　 　 　 　 （c皿）　 （cm ）

　　　　　　　1穂　  当 た 登 熟玄米　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 不 稔　 玄 米
　 　 　 穂 数　　　　　　　　　　　　　　　　屑米
収 量　 　 　 　 　 　 籾 数 　り籾 数 歩 合　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 籾 　 千粒 重

（g／  ）（本 ／  ） （粒 ） （XIO3 ） （％〉　 （％）　 （％ ）　 （9）
2006 年 　 6／5　45．5　 569　 7／7　 8／1083 ．　8　19．0　 446　 385　 62．2　 24．0　 80，9　 13，1　 5．7　 22．98
平 年値 　6／2　49．　0　 689　　7／6　 8／9　84．3　18．3　 539　 405　 7L　8　 28．9　 86，2　 7．  　 7．1　 21．67
差 ・比 　＋3 　 93 　 83 　 ＋ 1　 ＋1　 99 　 104 　 83 　 95 　 87 　 83 　 94 　 187 　 80 　 106

施 肥 ；基 肥 は 高度化成．窒 素，リン 酸 お よび カ リをそ れ ぞれ 10a当た り成分で 4kg，10kgお よび 8kg施 用．穂肥 は NK化
成．穎花 分 化 後 期 （6月23 日）に 窒素お よび カ リを 同成分 で 3kg施用．移 植 ；3．1齢 葉 苗 を4月 14 日 に4本／株 （18．5株 ／

  ）．収穫 日 ；8月 10 日．玄米 千 粒 重 ；粒厚 1．8  以 上 （水 分 15％換算値）．平年値 ；過 去 10力 年 平 均値．

第3表 　玄米 の 外観 品質．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　白未 熟粒
項 目　 良質粒 青米　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死 米 そ の他
　 　 　 　 　 　 　 　 　 心 白粒 腹 白粒 乳 白粒 基 白粒 背 白粒

20e6年　 67．3　 0．7　 1．5　 L3 　 9．3　 0．6　 0．9　 9．7　 8，8

平年値 　 72．1　 1．9　 0．5　 1．1　 4．7　 4．4　 1．2　 1．1　 3．6

8月 10 日収 穫．収 量調査 後 の 玄 米 500粒 を品位 検 定機 （RS
−1000

， ヤ ン マ
ー）

で 判定後 ， 未 熟粒 は 肉 眼判 定．数 値 は 100粒 当た り粒 数 歩合で 表示．

第3表 　穂 数，稈 長，1穂 籾 数 お よび 帯 緑 色 籾割 合．

302520151050　（
承）
傘
稲
累

部
睚
柱

齟

誕篇 驪 奮驪 罍 聴

帯 緑 色籾 （％）

1次籾　2次籾　3次籾

700　　 　 　 900　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1100

　 積算 日平均気 温 （℃ノ目）

1　　　　18　　　765 　　± 48　　177 　　：辷21　 76，9　　玉7．8　　0．0　　4．8　　55．1

11　　　　20　　　740　　：辷60　　173　　±22　 73，9　　21．8　　 1．9　　8．9　　58．3
皿 19730 ± 50168 ± 1769 ．725 ．92 ．115 ．259 ．7

第 1図　 出穂 期か ら成熟期 ま で の 積算

　 日 平均気温 と帯緑色 籾 割 合 との 関
　 係 ，主 稈 調 査．通 常は 900℃ 日，
　 帯緑 色籾 10％ が収穫 の 目安，

平均　　19　 745　 53　 173　 20　 73．5　 21．8　 1．3　 9．5　 57．7

8月 10日収 穫．稈 長，穂 長 は 全 穂 に っ い て 調 査．

ロ 完全 粒 　　■ 乳 白粒 　　国 死 米

N 充実不 足 図 屑米 　　 囮 背 白粒

ロ 基 白粒 　 　ロ その 他
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　 　 　 上位 　　　中位 　　 下位

　 　 　 　 　 　 穂 上位 置

第2図　穂 上 の 上 位 ，中位，下 位

　 別 に み た 玄米 品 質．主 稈 （2本／

　 株，3株）調査 ．8月 16日収 穫，

囗 完全 粒 ■ 乳 白粒 ss死 米 圜 充実不 足粒 rz屑 米 圀 背 白粒 □ 基 白粒 回 そ の 他
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上位 1次上 位2次上位 3次 中位 1次 中位2次中位3次下位 1次下位 2次下位3次

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 穂 上粒 着 位 置 ・次 元

　 第3図 　穂 上 位置 別 にみ た 玄米品 質．主稈 （2本 ／株，3株）調 査．
　 　 8月16 日収穫．
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